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Songrium RelayPlay: リレー再生による同曲異唱コンテンツ視聴支援イン
タフェース

濱崎 雅弘 ∗　　中野 倫靖 ∗　　後藤 真孝 ∗

概要. 本稿では，動画共有サービスに投稿された大量の同曲異唱コンテンツ（同一楽曲を異なる人々がそ
れぞれ歌った音楽コンテンツ）を視聴するための新しい音楽視聴支援インタフェース Songrium RelayPlay

を提案する．既存の楽曲をオリジナルのクリエータ以外が歌唱した音楽コンテンツは，カバー作品や歌って
みた動画などと呼ばれ，動画共有サービス上における人気のコンテンツの一つである．提案インタフェー
スは，そのような音楽コンテンツの中から同一楽曲を歌唱したものを自動抽出し，自動的につないで一つ
の楽曲として再生（リレー再生）する機能を提供する．これにより，ある一つの楽曲を聴くという体験に，
複数の歌手の歌声を聴くという体験を付け加えることができ，ユーザはより豊かな音楽体験を得ることが
できる．我々は Songrium RelayPlay をWebインタフェースとして実装し，これを用いて同曲異唱コンテ
ンツ 385,204件を視聴可能なWebサービス（http://songrium.jp/sings）を公開した．

1 はじめに

CGM コンテンツの人気ジャンルの一つとして，
カバーや歌ってみた動画などと呼ばれる，オリジナ
ルのクリエータによって発表された楽曲を歌唱した
派生動画（同曲異唱コンテンツ）がある．同曲異唱
コンテンツはリスナーにオリジナルとは異なる楽曲
の楽しみ方を提供すると同時に，新しいクリエータ
と出会うきっかけを与えてくれる．しかし同曲異唱
コンテンツは楽曲が同一であるがゆえに差異が見え
にくく，多くのリスナーはお気に入りのクリエータ
（歌唱者）の作品だけを視聴したり，人気ランキン
グの上位作品だけを視聴しがちである．
本研究では，複数の歌唱者による同曲異唱コンテ

ンツをつなげて一つの楽曲を再生するリレー再生が
可能なWebインタフェース Songrium RelayPlay
を実現することで，ユーザが手軽に様々な歌唱者の
同曲異唱コンテンツを視聴できるようにする．ここ
でいうリレー再生とは，同一曲を歌唱した音楽動画
を，冒頭から 30秒間は動画A，次の 30秒間は動画
B，同じく次の 30秒間は動画 C，という具合に曲
を止めることなく切り替えながら再生する連続再生
方法を指す．このリレー再生により，ユーザはお気
に入りの楽曲を通して様々な歌唱者の歌声を聴いた
り，逆に，一つの楽曲を様々な歌唱者の歌声を通し
て楽しむことができる．
我々は，Songrium RelayPlay を音楽視聴支援

サービス Songrium [6] のWebインタフェースの一
つとして実装した．図 1に提案インタフェースのス
クリーンショットおよび全体システムの概要を示す．
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図 1. システム構成図とスクリーンショット．

Songrium RelayPlay ではニコニコ動画 1に投稿さ
れたVOCALOID楽曲の歌ってみた動画約 38万件
をリレー再生により視聴可能である．動画共有サー
ビス上の音楽コンテンツからメタデータをもとに同
曲異唱コンテンツ集合を自動抽出し，音楽音響信号
に基づくFingerprintによる時刻合わせを行うこと
で，Web ブラウザ上でのリレー再生を可能にして
いる．また，一見すると特徴が見えにくい同曲異唱
コンテンツを見つけやすくするために，歌声特徴量
の可視化，積算型のユーザ評価値の時間差補正，イ
ンタラクティブなWebインタフェースも提供して
いる．
本論文の構成は以下の通りである．次に第 2章に

1 http://nicovideo.jp
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図 2. 楽曲ページのスクリーンショット．画面左側に楽
曲情報が，画面中央にこの楽曲の同曲異唱コンテ
ンツが，画面右側にリレー再生中の同曲異唱コン
テンツが表示されている．

て Songrium RelayPlay について述べる．第 3章
ではリレー再生する同曲異唱コンテンツグループの
作成に関する実装について，第 4章ではリレー再生
する同曲異唱コンテンツ選択の支援に関する実装に
ついて述べる．第 5章では同曲異唱コンテンツのリ
レー再生に関する議論をし，最後に第 6章にて本稿
をまとめる．

2 Songrium RelayPlay

Songrium RelayPlay では，同一楽曲・異なる歌
唱者の音楽動画（同曲異唱コンテンツ）を，楽曲の
再生時刻を維持したまま連続再生（リレー再生）す
ることができる．ユーザはある一つの楽曲を聴いて
いるだけだが，歌声は複数の同曲異唱コンテンツの
歌唱者のものにどんどん入れ代わっていく．これに
よりユーザは一つの楽曲鑑賞だけで複数の歌声鑑賞
ができる．現在，音楽視聴支援サービス Songrium 2

のインタフェースの一つとしてWebにて公開中 3

である．
Songrium RelayPlay は Songrium に派生作品

として登録されている VOCALOIDオリジナル楽
曲を歌唱した動画（歌ってみた動画）のリレー再生
2 http://songrium.jp
3 http://songrium.jp/sings

図 3. 歌唱者ページのスクリーンショット．基本機能は
楽曲ページ（図 2）と同じ．画面左側に歌唱者情報
が，画面中央にこの歌唱者の歌唱コンテンツが，画
面右側に連続再生中の歌唱コンテンツが表示され
ている．

ができる．誰でも無料で，Webブラウザでアクセス
するだけで利用でき，2015年 8月時点で 385,204件
（歌唱者の数は 67,185人．ただし歌ってみた動画の
投稿者＝歌唱者という仮定で集計した数値．）の歌っ
てみた動画を視聴できる．

Songrium RelayPlay には大きく分けて二つの
ビューがある．一つがある楽曲の同曲異唱コンテン
ツを一覧しリレー再生できる楽曲ページ，もう一つ
がある歌唱者の歌ってみた動画を一覧し連続再生で
きる歌唱者ページである．図 2は楽曲ページのスク
リーンショットである．楽曲ページには，当該楽曲
を原曲とする同曲異唱コンテンツの一覧が表示され，
それらのリレー再生が可能となっている．
画面右上に動画プレーヤがあり，ニコニコ動画が

ストリーミングされた動画がここで再生される．動
画プレーヤの下には楽曲構造を可視化した音楽地
図が表示される．音楽地図中のオレンジ色の四角は
サビ区間を示しており，マウス操作だけでサビから
再生することも可能である．画面右下のパネルはリ
レー再生用パラメータの設定画面である．リレー再
生の際に，最低 n秒間再生してから次の曲へ切り替
わる，必ずサビ区間まで再生してから次の曲へ切り
替わる，といった条件指定が可能である．
図 3は歌唱者ページのスクリーンショットである．

歌唱者ページにも，楽曲ページ同様，コンテンツ一
覧と再生プレーヤが表示されている．ただし，これ
らは同一楽曲の同曲異唱コンテンツではないため，
リレー再生はできない．一般的な連続再生による視
聴のみ可能である．
提案インタフェースの利用の流れを述べる．トッ

プページには同曲異唱コンテンツの多い楽曲がラン
キング形式で表示されている．また，曲名や作曲者，
歌唱者名で楽曲や同曲異唱コンテンツを検索するこ
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ともできる．ユーザがお気に入りの楽曲のページへ
移動すると，リレー再生が自動的に開始する．この
ときの再生順序は，再生回数や時間補正した再生回
数など複数の指標を用いたものになっているため，
全期間を通して一番有名なものから，最近の作品の
中で有名なものまで，幅広い同曲異唱コンテンツが
特別な操作をすることなく視聴することができる．
楽曲をそのままいろいろな歌声で聞き続けること

もできるが，もし気になる歌声（歌唱者）を見つけ
たら，「この歌い手の他の歌を見る」をクリックして
歌唱者ページへ移動すると，その人の歌唱コンテン
ツを連続再生することができる．リレー再生はでき
ないが，再生数やタグによる絞り込みや，投稿日や
マイリスト率による並び替えができる．もしここで
気になる楽曲を見つけたら，今度は「この楽曲の他
の歌を見る」をクリックすれば，楽曲ページに移動
して楽曲を様々な歌声で聴くことができる．
このように，(a)様々な歌声でお気に入りの「楽

曲を楽しむ」，(b)お気に入りの楽曲を通して新し
い「歌声を見つける」，(c)様々な楽曲でお気に入り
の「歌声を楽しむ」，(d)お気に入りの歌声を通し
て新しい「楽曲を見つける」，という楽曲と歌唱者
を交互にアクセスしながら音楽コンテンツを探索し
ていくことができる．

3 実装：同曲異唱コンテンツのリレー再生

同曲異唱コンテンツのリレー再生を実現するには，
まず同一楽曲の同曲異唱コンテンツ集合を収集しな
くてはならない．次にリレー再生をする同曲異唱コ
ンテンツ間で時刻合わせをする必要がある．そして
最後に，スムーズな再生切り替えが必要である．本
節ではこれらの課題に対する解決策について述べる．

3.1 同曲異唱コンテンツの収集

すべての同曲異唱コンテンツが，歌唱している楽
曲の情報を決まった形式で明示化していれば，同曲
異唱コンテンツの収集は単純作業となる．しかし実
際には，そのような状況にないのがほとんどである．
ニコニコ動画では，コンテンツツリーという派生関
係を記録・表示する公式の仕組みがあるが，まだ利
用していないユーザも多い．
そこで動画共有サービス上にある同曲異唱コンテ

ンツを収集するにあたり，前述のコンテンツツリー
に加え，クリエータたちが任意で記述しているハイ
パーリンク，さらにはタグを組み合わせて抽出する．
これにより楽曲 14,244曲とそれらの楽曲を歌唱した
歌ってみた動画 385,204件とを抽出することができ
た．楽曲と歌ってみた動画のペア 100個をランダム
抽出して人手で確認したところ，誤りは 1件であっ
た．リレー再生のための同曲異唱コンテンツ収集と
しては十分な精度と考えられる．誤抽出した 1件は，
アルバムを紹介した動画であり，該当する楽曲の歌

唱は含まれているものの，他の楽曲の歌ってみた動
画の断片も含まれているというものであった．4

3.2 同曲異唱コンテンツ間の時刻合わせ

同曲異唱コンテンツは，歌唱しているのは同じ楽
曲であるが，冒頭に空白やトークが入ることで動画
内時刻は必ずしも一致していない．そのためリレー
再生をするためには時刻合わせが必要である．そこ
で Songrium RelayPlay では，音楽音響信号から得
られる二種類の特徴量を用いて時刻合わせを行う．
一つは音楽音響信号の Fingerprintを用いた時刻

合わせを行う．同曲異唱コンテンツは歌唱音が異な
るため音響信号的には同一ではないが 5，イントロ
や間奏などボーカルのない箇所などは部分的に同一
となる．これを用いてリレー再生する同曲異唱コン
テンツ間のオフセット値を求める．Fingerprintと
オフセット値の抽出にはAUDFPRINT 6を用いた．
もう一つは音楽音響信号から自動抽出したビート

情報による時刻合わせである．Fingerprintによる
時刻合わせが失敗した場合（Fingerpringの抽出が
完了していない，一致箇所を見つけられなかった，
など），近傍のビートとの時間差をオフセットとし
て時間合わせを行う．ズレが 1拍以上の長さでは上
手くいかないが，拍さえ一致していれば違和感は軽
減されるという経験則からこのようにした．
以上の方法により，任意の同曲異唱コンテンツ集

合で時刻合わせを可能にした．ランダム選択した 10
曲に対して，同じくランダム選択した同曲異唱コン
テンツ 11件をリレー再生したところ，Fingerprint
でオフセット値が推定できたのは100件中 73件，オ
フセット値の中央値は 128ミリ秒であった．

3.3 同曲異唱コンテンツ間のリレー再生

リレー再生では，複数の同曲異唱コンテンツをつ
なぎかえながら一つの楽曲を再生する必要がある．
通常の連続再生では，再生コンテンツの切り替えは
再生楽曲の変更でもあるため，切り替えにタイムラ
グが生じても問題がないが，リレー再生ではわずか
なタイムラグが問題となる．しかし，Web上の動画
共有サービスからストリーミング配信される音楽コ
ンテンツを切り替え再生しようとすると，データの
読み込みおよび切り替えポイントまでのシークに時
間がかかり，遅延の発生は避けられない．
そこで，リレー再生のキューに入り，次に再生す

るコンテンツとなった時点でデータを先読みし，現
在再生中の同曲異唱コンテンツとの時刻合わせを行

4 楽曲数 1.4万件は同曲異唱コンテンツを持つ楽曲の数で
あり，Songriumにはもっと多くの楽曲が登録されている．

5 この理由により，Fingerprint を同曲異唱コンテンツペ
アの発見には用いていない

6 http://labrosa.ee.columbia.edu/˜dpwe/resources/mat

lab/audfprint/
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い，現在の再生箇所よりも少し先の切り替えタイミ
ングまでシークしておくことで，スムーズな切り替
えを可能にする．切り替えタイミングについては，
最低再生時間やサビまで再生するといった条件を，
ユーザは出すことができる．図 2の右下パネルが切
り替えタイミングに関するパラメータの入力インタ
フェースである．
実際の切り替えは，ユーザが指定した条件を満た

し，先回りシークが完了している最初の強拍の手前
の弱拍で，クロスフェード再生をしながら行われる．
強拍の手前の弱拍を切り替えタイミングとして選択
した理由は，万が一時刻合わせに失敗しても，切り
替え後の強拍の印象が先行して時刻合わせ由来の違
和感が減少するという経験則によるものである．

4 実装：再生リスト生成

リレー再生により，一回の楽曲再生で複数の同曲
異唱コンテンツが視聴可能になったとはいえ，同曲異
唱コンテンツは膨大であり，どのコンテンツを再生
するかの選択や順序付けは必要である．特にCGM
コンテンツはクリエータの数が多く，また，一人あ
たりの作品数も多くないため，ある同曲異唱コンテ
ンツが自分にとって興味がありそうなコンテンツか
どうかを視聴前に判断するのは容易ではない．
そこで Songrium RelayPlay では歌声特徴量の

可視化や，時間補正した再生回数（積算型ユーザ評
価値）による並び替えなど，リレー再生するコンテ
ンツリスト（プレイリスト）の作成を支援する機能
を持つ．図 4は同曲異唱コンテンツの歌声特徴量の
可視化とリスト表示である．中央にあるパラメータ
調整ゲージでコンテンツの絞りこみや，再生順や投
稿日順などによる並び替えも可能である．これらは
すべて操作するとリアルタイムに男女度可視化イン
タフェースおよび連続再生リストに反映されため，
ユーザは入力インタフェースを操作しながら好みの
リレー再生リストを作成することができる．

4.1 歌声特徴量

同曲異唱コンテンツ間の最大の差異は歌声にある．
そこで，Songrium RelayPlay では歌声の違いを可
視化するインタフェースを提供する．そのためには
音楽動画から歌声の特徴量を抽出する必要があるが，
一般的な音楽データに対して歌声特徴量を扱うには，
まず歌声と演奏音とが混ざり合った音響信号から歌
声部分を抽出し，次にそうして得られた歌声部分か
ら特徴量を抽出する必要がある．

Songriumでは，まず混合音中で最も優勢な音高
を推定する手法PreFEst [2] によってボーカルのメ
ロディーを推定し，それを用いて歌声らしさが高い
フレームを選択する．次に，そのフレームにおける
パワースペクトル形状と音高の変化量を歌声特徴量
として抽出する．これに男性・女性それぞれの歌声

図 4. 上部：歌声特徴量（男女度）の可視化インタフェー
ス．縦軸は男女度，横軸はユーザが選択可能．中
部：コンテンツを絞り込むためのパラメータ調整
ゲージ．男女度や再生数，タグなどで絞り込みがで
きる．下部：同曲異唱コンテンツのリスト．自動的
にリストの最上位から順にリレー再生が行われる．

データを教師データとして用意し学習することで，
入力された歌声が男性のものらしいか，女性のもの
らしいかを判別できるようになる．歌声らしさが高
いフレームの判別にはGMMを，男性らしさ・女性
らしさの判別には確率的 SVM を用いた．
図 4は楽曲ページ（図 2）に表示される各同曲異

唱コンテンツの歌声特徴量可視化インタフェースで
ある．円形のアイコンはそれぞれ同曲異唱コンテン
ツを表しており，アイコンの大きさが再生回数，色
が男性らしさ・女性らしさの度合（男女度）を示し
ている．青いほど男性らしさが，赤いほど女性らし
さが高い．アイコンの位置は，縦軸が男女度，横軸
がユーザが選択した指標に基づいている．例えば投
稿日や再生回数などが選択可能である．

4.2 積算型ユーザ評価値の時間補正

CGMコンテンツの再生回数やマイリスト数（お
気に入り登録数）などは，コンテンツのユーザ評価
値として有用である．それゆえに，再生回数やマイ
リスト数を用いたランキングなどが広く用いられて
いる．しかしこれらは積算値であるため，古いコン
テンツほど大きな値を取りやすい．そのため再生回
数をマイリスト数で割ったマイリスト率などが使わ
れたりするが，こちらは新しいコンテンツほど大き
な値を取りやすい．古いコンテンツも新しいコンテ
ンツもまとめて扱うには，時間差に由来する評価値
の差を補正した指標が必要である．
そこで過去データから，コンテンツ公開後の経過

日数 xに対する再生回数やマイリスト数などのユー
ザ評価値 rx の中央値 medx および正規四分位範囲
niqrxを求め，これを用いて Zスコア = (rx−medx)

niqrx
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図 5. 公開後 x日経過した動画の再生回数の中央値およ
び正規四分位範囲（NIQR）を示す両対数グラフ．
図中の数式は近似式，R2 は決定係数．

を計算することで，時間補正した評価値を得る．
図 5は，公開後 x日経過した動画の再生回数の中

央値を示したものである．日ごとの細かい変動はノ
イズであると考えられるため，経過日数 xに対する
中央値や正規四分位範囲を求める曲線近似式を作成
し，これを用いてmedx や niqrxを得る．

5 議論

5.1 関連研究に対する本研究の位置づけ

都築らは同曲異唱コンテンツを用いた合唱制作支
援システムを提案している [7]．これはユーザが選
択した同曲異唱コンテンツを同時再生することで新
たな合唱作品を作るものである．本研究と同じ複数
の同曲異唱コンテンツ視聴を支援するものであるが，
都築らは同時再生による合唱自動生成であり，本研
究のリレー再生とは異なる．同時再生は個々の同曲
異唱コンテンツにはなかった新しい音（合唱）を聴
けるという利点がある一方で，個々の歌唱者の歌声
の特徴に気付きにくい．リレー再生は短時間ながら
個々の歌唱者の歌声を聴取できるため，これまで知
らなかったお気に入りの歌唱者を発見するきっかけ
を作り出せると考える．
複数の楽曲の再生方法に関しては，楽曲間をなめ

らかにつないで再生する研究 [3,12] や複数曲をマッ
シュアップ（重畳）させる研究 [1,13]，ユーザとの
インタラクションにより大量の楽曲の視聴を支援す
る研究 [10,11] などがある．また，連続再生リスト
（プレイリスト）の自動生成に関する研究も数多く
おこなわれている [4]．しかしいずれも同曲異唱コ
ンテンツを想定したものではない．なお，[3]では再
生中の曲の速度を変えてテンポを合わせることで楽
曲の切り替えをスムーズに行っている．同曲異唱コ
ンテンツにおいても伴奏音源の違いでテンポやキー
が異なるケースはあるため，これらの自動調整は今

後の課題である．
ユーザが複数のメディアコンテンツを効率良く視

聴するための研究も行われている．栗原の動画高速
鑑賞 [5] では，理解に時間がかかる台詞部分のみ再
生速度を変えることで高速な動画視聴を可能にして
いる．また，隙間時間にちょうど当てはまる長さのコ
ンテンツを鑑賞させる研究もある [8,9]．Songrium
RelayPlay は同曲異唱コンテンツをリレー再生する
ため，多数の同曲異唱コンテンツを聴く場合におい
ても，コンテンツ再生速度を上げる必要がない．ま
た，多数の同曲異唱コンテンツを短時間で切り替え
てリレー再生したとしても，一つの楽曲を最初から
最後まで聴くことに変わりはないため，ユーザが不快
に感じにくいと考えられる．このように Songrium
RelayPlay は既存研究とは異なるアプローチで多数
のメディアコンテンツの視聴を可能にしている．

5.2 考察：リレー再生による好みの拡張

人は自分が好きな音楽コンテンツを聴きたがる一
方で，同じ曲ばかり繰り返し聴くと飽きてくるため，
連続再生中には好きなものとは違った音楽コンテン
ツも聴きたくなる．中野はこの点に着目し，連続再
生によってそれまで関心のなかった音楽コンテンツ
へ誘導し，リスナーの好みを拡張することが可能で
はないか，との考察をしている [14]．
連続再生による，これまで興味のなかった音楽コ

ンテンツへの誘導は，より幅広い音楽がより多くの
人々に鑑賞される状況を生み出すことにつながる．
それはクリエータの創作意欲につながり，ひいては
音楽コミュニティ全体の活性化につながる．では，
そのような誘導は実現可能であろうか．重要な点は，
程よい遠さの音楽コンテンツを提示することである．
現在の嗜好に近すぎると，好みが拡張されない．現
在の嗜好から遠すぎると，興味を持てず鑑賞を拒否
されてしまう．だが，ユーザの嗜好と音楽コンテン
ツの「ほどよい遠さ」を計算するのは容易ではない．

Songrium RelayPlay は，ある一つの楽曲という
ユーザの嗜好との近さがはっきりしたものを足がか
りにしながら，多数の歌唱者の歌声を視聴できる．
しかもリレー再生であるため，各歌唱者の歌声再生
時間を短く設定することも可能である．これによっ
て「かなり遠い」コンテンツであっても，許容して
鑑賞できる可能性がある．実際に筆者が試したとこ
ろ，あまり好みでない歌唱者であっても「数秒で切
り替わるし，今聞いている曲を止めるほどでもない」
と感じたことがあった．リレー再生の「ある楽曲を
再生中である」という連続性が，必ずしも好みでは
ない歌唱者を許容できることにつながったのではと
考える．これは同曲異唱コンテンツのリレー再生な
らではの特徴である．
被験者 3名にリレー再生を鑑賞してもらったとこ

ろ，音楽の新しい楽しみ方として好意的であった．既
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知曲でもさらに興味が増した，色々な歌声で聞きた
いといったコメントも得られた．一方で楽曲構造や
歌詞を考慮した切り替えが欲しい等の要望もあった．
切り替えタイミングの高度化は今後の課題である．

6 まとめ

本稿では，多数の同曲異唱コンテンツ視聴のため
のリレー再生可能なインタフェース Songrium Re-
layPlay を提案した．動画共有サービス上の同曲異
唱コンテンツを自動収集・時刻合わせし，リレー再
生を可能にすることで，容易に多数の同曲異唱コン
テンツの視聴を可能にすることにより，ユーザはお
気に入りの楽曲を通して様々な歌唱者の歌声を聴い
たり，逆に，一つの楽曲を様々な歌唱者の歌声を通
して楽しむといった，新しい音楽体験を得られる．

Songrium RelayPlay は現在 Web上にて一般公
開中であるが，今後はユーザからのフィードバック
をもとに，可視化やプレイリスト生成などの機能の
改良を行いたい．また，第 5.2節で述べたリレー再
生が持つ可能性についても考察を深めていきたい．
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未来ビジョン
音楽に対する嗜好の持ち方として，好きな
ジャンルがある，好きなアーティストがいる，
好きな曲がある，などがすぐに思いつく．この
ような音楽的嗜好は，新しい音楽との出会い
において重要な役割を担う．好きなアーティス
トがいればその人の新曲が，好きなジャンルが
あればそのジャンルの新曲や知らなかった古典
や名曲が，将来新しい音楽として出会うであ
ろうことは容易に想像できる．ジャンルであれ
ば楽曲だけでなく新人アーティストや隠れた
名アーティストなども，新たに出会うであろう
音楽関連アイテムとなる．
このような観点から見ると，もっとも素朴な
音楽に対する嗜好の持ち方である「好きな曲
がある」が提供する新しい音楽との出会いは
大きくない．これを示したものが左図である．
楽曲はただ一人（一組）のアーティストへの出
会いしか提供しない．しかし CGMが生み出
す膨大な同曲異唱コンテンツは，これを右図に

変える．つまり楽曲が持つ関係性を拡張する．
ジャンルやアーティストと比べてはるかに多
く存在する楽曲が新たなつながりを持つこと
は，楽曲を含む新しい音楽関連アイテムとの出
会いを大きく増やしうると考える．つながり
がただ増えただけではユーザは迷子になって
しまうか，気付かずに無視するだけであろう．
同曲異唱コンテンツに適した視聴環境が必要
となる．本研究は，リレー再生による同曲異唱
コンテンツ視聴支援により，新しい音楽体験を
提供するとともに，新しい音楽の発見を支援
し，より豊かな音楽文化の形成に資すること
を目指すものである．


